
天城町 Sさん（２３歳）
地元製糖工場の農機オペレーターから、農業に挑戦！
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＜新規就農を志した経緯・背景＞
・地元製糖工場の子会社でサトウキビの収穫、管理作業の受託業務を行っている農機オペレーター
として勤務していたが、独立就農したいとの思いが強く、農業研修生となった。
・親がサトウキビを中心にパッションフルーツやマンゴー等の果樹生産も行っているが、親元就農では
なく新しい作物であるスイートコーンやさつまいも、ドラコンフルーツ等で独立就農を目指したい。
・独立するのであれば、年齢的にも早い方が良いと考え、特に施設園芸知識習得のため研修生と
なった。

これまで苦労した点
・施設園芸作物は、露地栽培のサトウキビ等と違って温度管理等の作業が細やかで緻密な管理が求
められることから苦労が多かった。

研修して良かった点
・サトウキビについては、前職で農家受託作業オペレータをやっていたので、ある程度知識はあったも
のの、施設園芸についてはほとんどなかったので、研修センターにおいて施設園芸の栽培管理等の技
術が習得できたのはたいへん良かった。

就農に向けた今後の目標
【研修期間】（令和５年９月～令和６年８月）

・メロン、パッションフルーツ等のほ場準備、挿
し木、定植、水管理、摘果、整枝、玉吊り、収
穫、出荷、出荷調整、防除等
・その他、施設園芸栽培管理技術習得、農業
基礎及び施設園芸知識の習得

就農を目指す方へのアドバイス
・農業は、露地栽培から施設栽培と守備範囲が広いので、自分の経営スタイルに沿った農業技術を身
に着ける必要があることからしっかり学ぶことが大切。
・当初から無理に拡大すると大変なので、農作業ができる範囲内で無理せず楽しんでやってほしい。

研修先 天城町農業センター
所在地及び連絡先 天城町瀬滝1405 電話：0997‐85‐2214

支援策の活用例
・センター研修手当（日額5,000円）を活用し、研修中の生活費、資材等を購入。

【就農後】 （現在）
（令和６年９月～）

・スイートコーン（ハウス５a）センターから無
償で2年間貸与。
・さつまいも（露地６０a）南西地域以外へは
出荷できないことから、沖縄県と奄美群島内
での販売に限る。
・ドラゴンフルーツ（露地１５a）
・さとうきび、じゃがいも等


